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〈高橋七五三教授最終講義 〉

経済学部長挨拶

． 望月 清 司

． 

皆さん，よくお集まりくださいました。ただ今から，経済学部教授，高橋七五三先生の最終

講義を開催いた します。先生は，本学の専任教員としては28年間，その前の兼任講師の期間3

年を加えると31年間にわたって，専修大学の教壇lζ立ち続けられ，多くの学生を育てて下さい

ました。本日は，その御講義の文字どおり最後の，先生ど自身にとってはもとより，私たちに

とっても記念すべき講義になります。乙の教室lζは，それぞれお忙しい中を来て下さった10何

人かの先生方もおいでです。他学部の先生の顔もお見えです。おそらく今日が初めて高橋先生

の御講義を拝聴する面々ですが，乙れからの一時間，久し振りに学生にもどって，先生が蓄積

してとられた御研究の一端を伺い，学生諸君と一緒lζあらためて先生への敬愛の念を新たにし

たいと思っております。単に一番最後の授業というにとどまらない「最終講義」の意味が乙乙

にあります。

経済学部で乙の3年聞に定年をお迎えになった方々のうち，一昨年の内田義彦先生，昨年の

大友福夫，西田 勲両先生，それに今日の高橋先生たちは，昭和20年代の半ばから以後，わが

学部の長い伝統を受け継ぎながら，戦後の新しい骨格を作って乙られた先生方です。との生田

校舎がまだ木造のバラック群だった時代，図書館に本もそろってなく ，冬の石炭ストーブの石
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炭が午後の授業にはもう無くなっていた時代。そういう時代から，言うに言われぬ御苦労を重

ねながら，乙んにちの専修大学の基礎を築いて乙られたのであります。伝統というものは， 一

人一人がそれぞれの確実な石を一つ積み上げて去って行く，そうした営為の中からおのずから

に高く立つものだとすれば，高橋先生はその御研究とお人柄によって，私どもの学部に忘れが

たい石を一つ積まれたと申すべきでありましょう。

先生の学問的なお仕事の歩みについては，のちほど， ζの「経済学方法論」の講座の跡継ぎ

をされる内田 弘教授から詳しくお話しがあると思いますので，私は，お手もとの「最終講義

資料」にある先生のど略歴を補うような形で，先生の風貌の一端を皆さんにお伝えしようと思

います。

略歴でごらんのように，先生時京の小石川（現在の文京区）というところに，大正3年11月 ． 
15自にお生まれになりました。先生のお名前を最初にみて，乙れをシメと読める人はまずよほ

ど物知りかカンの鋭い人と思いますが，お誕生の日がちょうど，子供の成長を祝し、祈る「七・

五・三」 の日lζ当たっておられたから，と伺っています。お正月のようにおめでたい自に，家

の玄関などに飾るシメ飾りというのがありますが，あれはもともと，神社など神聖な場所を表

わすシンボノレであるシメ縄を簡略lζしたものと聞いています。本来のシメ縄は，左の方から聞を

おいて，7本 ・5本 ・3本のワラを垂らしであるのだそうで，乙れは一夜漬けの勉強ではじめ

て知りました。こういうわけで，表記の上でも発音でも， 言わば二重におめでたいお名前なの

ですが，現実の先生は，おめでたいど乙ろか極めて辛口の 「毒舌家」としても有名であられま

す。先生は，戦後はおもに農業問題，特には農業金融の分野でたいへんなお仕事をなさったの

で，その方面で多くのご友人をお持ちですが，その方々の間では，「からみのシメさん」という

畏敬を乙めたあだ名で呼ばれているそうでありまして，その方々が先生の還暦記念論文集を編

集しようと相談された時，「からみ」，つまり論争好きの 「シメさん」の記念論文集だから， 書

く人はみんな必ず誰かを相手どって論争を挑む形の論文を書く乙とにしよう，と衆議一決した

らしし、。それが，乙の「最終講義資料」の「主要業績」にあるd『論争 ・日本農業論』という本です。

小石川｜，そして隣の本郷といえば， 「芝で生まれて，神田で育ちーJといった，徳川以来の

「江戸っ子」とは，また違った意味で，いわば新しい「江戸っ子」の産地でありました。東京

帝国大学が本郷にあったからというわけでもないでしょうが，魚河岸風の江戸っ子からは一枚

も二枚もむけた，「知的な江戸っ子Jといいますか，あるいは「山の手風の江戸っ子」として，

先生は人となられました。

夏目激石の「坊っちゃん」も，本郷の隣の小石川生まれでありますが，お若い乙ろの高橋先生

は， 「坊っちゃん」のようにケンカっぱゃいと ζろがお有りでして，私は昭和38年に助教授に
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なり，教授会の末席lと連なることになりましたが，学部長になられる前の先生は，少なくとも

年に一回は，教授会で議論が激している最中，突然「ワシは帰る」とおっしゃって席をお立ち

になり，後も振り返らずスタスタとお帰りになられました。

しかし，経済学部の先生方は，そういう時をも含めて， 高橋先生にたいする信頼感を取り下

げる乙とはありませんでした。スジを通す乙とであくまでガンバリながら，それを根にもたず，

次ぎの自にはカラッとした朗らかな笑顔を見せられる，そうしたお人柄を熟知していたからで

あります。

高橋先生は，慶応義塾大学の学生時代からロビンソンやチェンパレンなど，イギリス ・ケン

ブリッジ学派の近代経済学に親しまれ，卒業後は，銀行集会所の調査部lと勤務されて研究者と

してスター卜されました。その時代の金融経済にかんするお仕事が，のちの農業問題研究と結

び付いて，農業金融という特殊な分野での綿密なご研究を続々と発表される事lとなります6ま

た，先生が中国から復員されてまもなく，林業経済研究所にお勤めになっておられた乙ろの御

研究の成果である『林業経済の基礎理論』は，思えば42,3才どろの作品ですが，林業地代という

難かしいテーマをマルクス経済学の方法で初めて体系的lと分析された野心的労作で，今では古

典的名著の類i乙属すると伺っております。

先生は．本学で多くの重要な役職をつとめてこられましたが，なかで・も昭和46年から49年ま

での経済学部長のお役目は，全国的な大学紛争の余熱さめやらぬ時期であっただけに，今の私

などには想像もつかぬほど、大変な御心労を重ねられました。先生が学部長2期目の途中で退任

されたのも，その御心労lと近因する御病気のゆえでして，先生が担われた重荷のほんのわずか

でも替わってさしあげられなかった私たちとしては，真lζ申し訳ない思いで一杯です。

しかし先生は，持ち前のヴァイタリティで御病気と闘われ，今乙うしてお元気な姿で最終講

義をなさいます。ζの乙とに，私たちは心からの拍手を送りたいと思います。． そればかりではありません。先生は乙の数年，今日の御講義のテーマであるカーノレ .;f/""-
（やその他の人々）の科学哲学と真正面から取り組んで，乙れと格闘しながら新しい社会科学

方法論への道を模索されつつあります。70才といえば，もう老先生と呼び呼ばれて少しもおか

しくはありませんのに，高橋先生は，私たちみんなよりずっと若々しく，学問の最先端をいと

も楽しげに走っておいでです。そのお姿から私どもは，たくさんのことを学ばされます。

今日を最後に，教壇にある先生とお別れするのは寂しい限りですが，乙れからもますますお

元気で新しい領域への挑戦をお続けになり，学界に貢献なさいますよう皆さんとともに祈念し

て，学部長あいさつといたします。
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